K-BOOST評価書

九州大学「基盤」と「応用」の相乗効果で未来を拓く高度AI人財育成プログラム(K-BOOST)
[bookmark: _Hlk65263706] 指導教員による申請者の評価書
	[bookmark: _Hlk121143057]指導教員
	　氏　名
	

	
	所属部局名
	

	
	職　名
	

	申請者
	　氏　名
	

	
	学生番号（あれば）
	

	[bookmark: _Hlk164287852]①K-BOOSTは、我が国の科学技術・イノベーションの将来を担う博士後期課程学生の支援強化を目的としています。従って指導教員は、「支援対象学生が（留学生であっても）、我が国の科学技術・イノベーションの創造に博士修了後も直接携わる意思と能力を有する」ことを確認する義務があります（国も修了後進路の事後追跡調査を予定）。②K-BOOSTは、学生が主体的に自らの独自のアイデアに基づく挑戦的・融合的な研究に取り組むことを前提としており、研究費は同研究に対して支出されます。③K-BOOSTについては、「ある程度のAI研究の経験が既にあること」、そしてその研究も「『一般的なAI技術を単に利用したレベル』に留まらないこと」を前提としています。 以上の①-③を踏まえつつ、以下の項目について、具体的に入力ください。文字数・ページ数に制限はありません。
なお、申請者が留学生の場合も、原則、日本語での評価書作成をお願いいたします。

	（1）申請者は我が国のイノベーションにどのように貢献すると期待できますか。申請者の博士修了後における進路（希望・予定）を記載ください。




（2）申請者の研究者としての力量や将来性を判断する上で特に参考になると思われる事項について記載ください。
（特に優れた学業成績、受賞歴、飛び級入学、留学経験、特色ある学外活動など）




（3）申請者のK-BOOST における研究（申請者の独自のアイディア）について、どのように評価しますか。




（4）申請者は、K-BOOSTにおける研究の遂行と学位論文の完成を両立させ、標準修業年限内に修了できると見込まれますか。


（5）申請者がこれまでに行ったAI研究について、それが「一般的なAI技術を単に利用したレベル」に留まらないことを説明してください。




（6）同学年で複数の学生の指導教員である場合、推薦順位　（ 　　位/　 　人中）

	[bookmark: _Hlk65264140]指導教員
確認欄
	申請者の指導教員である私は、以下を確認し、申請者が本プログラムに採択された場合は、本事業の趣旨と目的を満たすよう責任をもって監督します。
· プログラムの目的
· 申請者がK-BOOST生として参画し、定められたカリキュラムに取り組むこと
· 申請者が我が国の科学技術・イノベーションの創造に博士修了後も直接携わる意思と能力を有すること
· 当プログラムのホームページ上に、申請者の研究が部分的に公開されること
· 申請者の研究経費として認められた額が、私が管理する予算として配分されること
· 申請者の博士修了後の我が国への貢献状況を、責任を持って把握・監督し、必要に応じて支援すること
· 申請者が博士修了後に海外での就職または活動を選択した場合は、その経緯・理由を明確に把握し、説明責任を果たすこと

	
	指導教員氏名：
作成日：2026年　月　日


※本評価書をPDFファイルに変換の上、ファイル名を、「申請者氏名_評価書」（例：「九大太郎_評価書」）として以下URLに指導教員自身でアップロードしてください。（3月4日から3月9日正午まで）
[bookmark: _Hlk219887702]【URL】https://forms.office.com/r/SS5gn9wmjV
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